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１２月６日（木）に学習発表会を開きました。
多くの保護者・地域の皆様に見守られ、子ども
たちも張り切って、
発表することがで
きました。
１年生５人のか

わいらしいはじめ
のことばで開会で
した。トップバッ
ターは、５年生で
「５年生、われら
地元を愛すチャレ
ジャー」として、
水俣から学んだことをメッセージとして発表し
ました。次に発表したの
は２年生。「きらきらな
かよし２年生」でした。
町探険などを通して、地
域の方にたくさん出会
い、いろいろな名人を紹
介してくれました。３番
目は、１年生で、「スイ
ミー～仲間がいるからが
んばれる～」でした。２
学期に学んだ「なかまの
力」を、劇を通してみん
なに伝えてくれました。
４番目の３，４年生は、
音楽劇「後の世のために
～世界に一つだけの鼻ぐ
り井手」を上演しました。
大舞台での発表は３回目
ですが、おうちの方々を
前に堂々と演じていまし
た。最後は、６年生。「平
和へのちかい」を発表し

ました。長崎修学旅行で学んだ戦争の
恐ろしさから、平和な社会を守るため
に、自分たちがどのようにしていくの
かを伝えてくれました。
それぞれの発表の後には、会場の方々から、温かいお返しのことばをい

ただき、学んできたことをさらに深く心に刻むことができました。
子どもたちの発表を通して、本校の児童が、後輩をとても大切にしてい

ること、また、上の学年の児童をみて下の学年の児童が次は自分の番だと
気持ちを高めている様子が見られました。
同学年の仲間はもちろん、学校全体が仲間なのだと思っている南小の子

どもたちです。これからも、伝統を受け継ぎながら、すばらしい成長を遂げていきそうです。
平日にも関わらず、多くの保護者の皆様、地域の皆様にご参加いただき、最後まで温かい拍手をくだ

さったことに、心より感謝いたします。ありがとうございました。

ゆうチャレンジから
１２月４日（火）にゆうチャレンジ

（熊本県学力調査）を実施しました。
実施教科は、国語と算数の２教科で３
年生以上の児童が全員挑戦しました。
おうちの方の世代でも、受けたこと

があるという方もいらっしゃるかもし
れませんが、ゆうチャレンジは、児童
の学力の状況を把握するだけではあり
ません。同時に行った生活アンケート
で子どもたちの生活の実態も把握しま
す。これらを受け、私たち職員が、学
力向上に向けての取組を振り返ること
にも重点を置いています。
採点後、データを整理し、これから

どのようなことが必要なのかを見直し
ていきます。これまで、基礎学力の定
着に向けて、学校では、授業の工夫（児
童のコミュニケーションの向上など）
や学力充実タイム（職員が複数で授業
入り、指導にあたる）の実施や家庭学
習で練習問題に取り組むことなど対策
をとってきました。さらに、今後の新
しい取組に生かしていきたいと思いま
す。２月ごろ県の集計が終わった後で
改めてお知らせします。
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